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2. 宇谷厚志, 鍬塚 大: 油症認定患者における soluble EGFR の検討．食品を介したダイオキシン類等の人体への影響
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26 年度総合研究報告書、平成 26 年度総括・分担研究報告書，pp.70-73, 2015 

 
3. 宇谷厚志, 峯 嘉子: 長崎県油症認定患者における末梢血リンパ球分画、Treg 細胞の検討．食品を介したダイオキ

シン類等の人体への影響の把握とその治療法の開発等に関する研究，厚生労働科学研究費補助金（食品の安全確保

推進研究事業）平成 24～26 年度総合研究報告書、平成 26 年度総括・分担研究報告書，pp.74-78, 2015 
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2. 宇谷厚志: エーラス・ダンロス症候群と弾性線維性仮性黄色腫のみかた. （平成 27 年度日本皮膚科学会研修講習会
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学会発表数 

A－a A－b B－a B－b 
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 1 5 5 5 46 

 

社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

宇谷厚志・教授 油症対委員会委員 長崎県 

宇谷厚志・教授 油症研究班班長 長崎県 

宇谷厚志・教授 カネミ油症患者診定専門委員 福岡県 

宇谷厚志・教授 特定疾患対策協議会委員、指定難病審査会委員 長崎県 

宇谷厚志・教授 理事 日本結合組織学会 

宇谷厚志・教授 評議員 日本研究皮膚科学会 

宇谷厚志・教授 評議員 日本皮膚悪性腫瘍学会 

宇谷厚志・教授 評議員 日本乾癬学会 

宇谷厚志・教授 副代表世話人  日本褥瘡学会九州・沖縄地方会 

竹中 基・准教授 評議員 日本皮膚アレルギー接触皮膚炎学会 

原 肇秀・講師 世話人  日本褥瘡学会九州・沖縄地方会 

富村沙織・講師 油症対策委員会委員 長崎県 

鍬塚 大・助教 油症対策委員会委員 長崎県 
 
競争的研究資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 
宇谷厚志・教授 日本医療研究開発機構 代表 難治性疾患実用化研究事業 
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遺伝性皮膚疾患における変異同定並びにナンセンス変異

読み飛ばし試薬による治療法開発 
宇谷厚志・教授 日本医療研究開発機構 分担 難治性疾患実用化研究事業 

ゲノム不安定性を示す難治性遺伝性疾患群の症例収集と

ゲノム・分子機能解析による病態解明研究 
宇谷厚志・教授 厚生労働省 分担 難治性疾患等政策研究事業(難治性疾患政策研究事業) 

稀少難治性皮膚疾患に関する調査研究 
宇谷厚志・教授 厚生労働省 分担 食品の安全確保推進研究事業（カネミ油症に関する研究） 

食品を介したダイオキシン類等の人体への影響の把握と

その治療法の開発等に関する研究 
宇谷厚志・教授 農林水産省 分担 農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業（実用技術開

発ステージ) 
ツバキ油等の安定供給と新需要開拓のための品質特性強

化技術の開発 
宇谷厚志・教授 日本学術振興会  代表 基盤研究（Ｃ） 

細胞外マトリックスに着目した創傷治癒研究 
鍬塚 大・助教 日本学術振興会  代表 若手研究（Ｂ） 

ケロイド発生病態に HDAC 阻害剤が及ぼす影響の検討 
鍬塚 大・助教 日本学術振興会  分担 基盤研究（Ｃ） 

全身性強皮症モデルマウスの皮膚硬化・肺線維症に対する

vorinostat の効果 
峯 嘉子・助教 日本学術振興会  代表 若手研究（Ｂ） 

皮膚アミロイド線維形成機序の解明 
宇谷厚志・教授 宇部興産（株）  合成部材を用いる細胞培養とその応用 

 

その他 

○特筆すべき事項 
Ⅰ．カネミ油症の診断，治療の改善を目的とした厚生労働省の食品の安全確保推進研究事業に参加し，下記の協力を行っ

てきた。 
①油症検診： 昭和 43 年以来，毎年 1 回長崎県下各地での検診を行っている。 
②研究事業： 油症患者の毛髪，皮下脂肪織，皮脂中の有機塩素化合物の定量，ポルフィリン代謝異常に対する影響

などを検討し，油症にみられる全身的悪影響を検討，発表している。 
Ⅱ．ひふの日に公開講座を開いて啓発活動を行っている。 

 
 


